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⃝定例会の主な動き
本会議（9/7～14）······························一般質問、議案上程、採決· （２～４面）
各常任委員会等（9/15、16、20、21、30、10/3）·········議案・陳情審査等（３・４面）
決算審査特別委員会（9/23、26、27、28、29）·············· 決算認定議案審査（３面）
本会議（10/4）····································委員長報告、議案上程、採決（３・４面）

⃝定例会の概要
◦９月定例会では、22名の議員が一般質問を行いました。
◦�市長提出議案として、条例関係議案７件、補正予算議案２件、その他議案
８件を可決。「鎌倉市子どもの家条例の一部改正議案」を修正可決。平成
27年度一般会計ほか６特別会計決算を認定しました。

◦�議会議案として、「原発事故避難者に対する住宅無償提供継続を求める意
見書の提出について」、「障がい者に対する差別と偏見をなくし、共生社会
の実現を目指す決議について」ほか10件を可決、１件を否決、付帯決議１
件を可決、請願１件、陳情３件を採択、陳情２件を不採択としました。

平成28年９月定例会（９月７日～10月４日）
平成27年度一般会計および６特別会計決算を認定

【今後の定例会開会予定日】　12月定例会：12月７日（水）　２月定例会：平成29年２月８日（水）

　政務活動費とは、地方議員の調査活動の充実強化を図る観
点から設けられた制度で、市の事務、地方行財政等に関する
調査研究、研修会への参加などに対して必要な経費の一部と
して交付されるものです。
　鎌倉市議会では、１人当たり月額５万円（年額60万円）を
交付しており、交付を受けた年度の翌年度の４月末日までに、
議長および市長に収支報告書を提出することを定めていま
す。また、各議員に「鎌倉市議会政務活動費運用マニュアル」
を配付し、適正な執行
を求めています。
　鎌倉市議会におけ
る、政務活動費の支出
内容、チェック方法に
ついて紹介します。

提出された政務活動費収支報告書、会計帳簿、領収書な
どは、次の方法により議会事務局（局長、次長、職員２
名）がチェックを行っています。

　議員の調査研究に資するために設置している議会図書室の機能を充実させるべ
く、鎌倉市議会では「図書購入選定委員会」を開催し、その在り方を協議してい
ます。
　図書室の蔵書については、紙台帳で管理していましたが、今回データベース化
が完了しましたので、市議会ホームページで公開しています。
　蔵書の貸し出し・閲覧については、一般の方
も利用可能です。
【蔵書の貸出冊数、貸出期間】　
•図書について…１人３冊を限度として７日以内
•·刊行物等について…１人２冊を限度として５
日以内

【開室時間】
•平日の午前８時30分から午後５時15分まで
ご不明な点は議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

議会図書室の蔵書一覧を公開しました タブレット端末を利用した
会議システムを導入します

※�在職議員26名のうち２名については、申請がなされなかったため、
政務活動費を交付しておりません。

政務活動費の支出状況について

①提出書類の不備、記載漏れがないかチェック

②·特に領収書については、内容、日付、金額などを
確認し、会計帳簿との整合性をチェック

③·必要に応じて、直接議員本人に確認するとともに、
資料提出や書類の訂正を求め、支出が適切に行わ
れているかをチェック

鎌倉市議会では、政務活動費の支出を一覧にした「政務活
動費支出明細表」をホームページに公開しています。
「鎌倉市議会」トップページ内 “政務活動費の支出状
況について” からご覧いただけます。

また、議員から提出された政務活動費に関する全ての書類は、
市役所３階の行政資料コーナーにて自由に閲覧できます。

その他 1.4%広聴費 5.1%

研修費 8.4%

資料購入費
11.8%

調査研究費
15%

事務所費
18.3%

広報費
40％12,471,435 円

（支出率 86.6％）
支給者数 24 名※

支出総額

　鎌倉市議会では、紙使用量の削減、業務の効率化等
を目的に、議会ICT化に向け検討を行った結果、平成28
年12月定例会からペーパーレス会議システムを導入しま

す。
　また、平成29
年度を目途に、
スマートフォン
やタブレット端
末でも議会中継
を見ることがで
きるよう検討中
です。

本会議場議長席での様子

政務活動費の支出
内容
�平成27年度
�支出実績より

議会図書室
（本庁舎２階議会事務局横）
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一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ

い
て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
９
月
定
例
会
で
は
22
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内

容
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
項
目
一
覧
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
12
月
上
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録

を
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

　
本
市
に
お
け
る
障
害
児
者
へ
の

支
援
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
相
模
原
市
の
障
害
者
施

設
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の

事
件
を
受
け
て
、
今
後
私
た
ち

が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
も
ち
ろ
ん
、

人
々
の
意
識
を
変
え
る
「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
醸
成
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
」
な
共
生
社
会
の
構
築
を
社

会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
共
生
社
会
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
孤
立
し
た
り
排
除
さ
れ

た
り
し
な
い
よ
う
、
誰
も
が
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
う
社

会
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

市
と
し
て
は
、「
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、
だ
れ
も
が
一

生
に
わ
た
り
、
健
や
か
で
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
将
来
目
標
と
し
た
障
害
者
福

祉
計
画
の
諸
施
策
の
中
で
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
共
生
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
障
害
児
者
を
抱
え
る
家
族

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
行
政
計

画
の
中
に
明
記
し
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
障
害
者
基
本
計

画
に
お
い
て
、「
地
域
生
活
支

援
の
充
実
」
と
し
て
、
家
族
か

ら
の
相
談
に
対
し
て
必
要
な
情

報
提
供
や
助
言
等
を
行
う
相
談

支
援
事
業
を
充
実
・
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
、
ま
た
、
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
お
い

て
、
相
談
支
援
事
業
の
中
で
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

連
携
し
て
、
今
後
増
加
が
見
込

ま
れ
る
家
族
支
援
の
必
要
な
障

害
者
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
、そ
れ
ぞ
れ
明
記
し
て
い
る
。

質
問
…
計
画
は
実
際
に
支
援
と
い

う
形
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
直
接
的
な
支
援
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

例
え
ば
、
移
動
支
援
や
余
暇
活

　

深
沢
地
域
整
備
事
業
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
前
期
実
施
計
画
策
定
当
初

の
計
画
で
は
、
平
成
26
年
度
に

都
市
計
画
決
定
す
る
と
し
て
い

た
が
、
平
成
25
年
度
に
手
続
を

開
始
し
な
が
ら
、
事
業
が
遅
れ

て
い
る
原
因
は
何
か
。

市
長
…
平
成
26
年
１
月
に
開
催
し

た
公
聴
会
で
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
、
新
ご
み
焼
却
施
設
の

四
つ
の
候
補
地
の
一
つ
と
な
っ

た
こ
と
、
平
成
26
年
12
月
定
例

会
で
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応

や
見
極
め
が
必
要
と
な
り
、
事

業
が
遅
れ
て
い
る
。

質
問
…
今
年
度
実
施
予
定
の
事
業

を
含
め
、
事
業
全
体
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

拠
点
整
備
部
長
…
昨
年
度
実
施
し

た
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
な

ど
を
経
て
、
修
正
土
地
利
用
計

画
（
素
案
）
を
ま
と
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
民
間

事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た
。
現
在
、
そ
こ
で
い
た
だ
い

た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
９
月
末

の
修
正
土
地
利
用
計
画
（
案
）

策
定
に
向
け
て
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
お
り
、
策
定
後
は
交
通

管
理
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

協
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
平
成
16
年
作
成
の
深
沢
地

域
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ウ
エ
ル
ネ
ス

と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
20
年
度
の
第
３
次
保

健
医
療
対
策
審
議
会
で
保
健
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
の
再
検

討
が
な
さ
れ
た
経
過
が
あ
る

が
、
現
在
策
定
中
の
修
正
土
地

利
用
計
画
（
案
）
で
の
位
置
付

け
は
あ
る
の
か
。

同
部
長
…
保
健
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
に
沿
っ

た
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
公
共
施
設
再
編
計
画
に
位

置
付
け
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現

在
、
本
事
業
の
行
政
施
設
街
区

に
導
入
す
る
施
設
と
し
て
は
想

定
し
て
い
な
い
。

質
問
…
村
岡
新
駅
設
置
に
係
る
概

算
工
事
費
用
の
合
計
は
、平
成

22
年
度
当
時
に
比
較
し
て
工
事

費
が
１・５
倍
と
な
っ
て
い
る
。

費
用
負
担
割
合
は
決
ま
っ
て
い

な
い
も
の
の
、村
岡
新
駅
設
置
の

負
担
を
加
え
た
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
全
体
事
業
費
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

同
部
長
…
平
成
22
年
９
月
に
策
定

し
た
土
地
利
用
計
画
（
案
）
で

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
総

事
業
費
は
お
お
む
ね
１
３
８
億

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の

工
事
費
等
の
高
騰
を
踏
ま
え
る

と
、
事
業
区
域
を
縮
小
す
る
こ

と
で
整
備
コ
ス
ト
の
見
直
し
を

図
っ
た
が
、
１
割
程
度
上
昇
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
今
後
、
人
口
が
減
少
し
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
新
た
な

財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
新
駅
を

含
め
た
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

市
長
…
深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺

総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
本

市
の
将
来
の
た
め
の
先
行
的
な

投
資
と
言
え
る
が
、
一
時
的
に

は
財
政
負
担
を
伴
う
事
業
で
あ

り
、
将
来
的
な
財
政
見
通
し
が

非
常
に
厳
し
い
現
状
に
鑑
み
る

と
、
投
資
し
た
財
源
に
見
合
っ

た
税
収
な
ど
の
歳
入
が
確
実
に

見
込
め
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を

踏
ま
え
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
が
ら
事
業
を
組
み
立
て

て
い
き
た
い
。

動
支
援
な
ど
、
障
害
者
の
方
の

活
動
を
促
す
こ
と
で
、
家
族
な

ど
に
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
で
き

る
と
い
う
よ
う
な
、
間
接
的
な

支
援
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
外
出
時
の
支
援
で
あ

り
、
通
学
時
に
は
使
え
な
い
た

め
、
家
族
が
送
迎
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
通
学
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
制
度
の
見
直

し
を
考
え
て
は
い
な
い
の
か
。

同
部
長
…
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介

護
者
が
い
な
い
場
合
の
社
会
上

必
要
不
可
欠
な
外
出
お
よ
び
余

暇
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
を
目

的
と
し
た
外
出
を
対
象
と
し
て

お
り
、
特
に
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
場
合
を
除
き
、
原
則
、
通

学
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
　

た
だ
し
、
通
学
支
援
に
対
し

て
は
、
数
多
く
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
た
め
、
今
後
市
の
障
害

者
支
援
協
議
会
な
ど
に
お
い
て

検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
今
後
行
政
計
画
の
中
で
家

族
支
援
を
も
っ
と
し
っ
か
り
と

捉
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
質
問
は
、障
害
者
を
含
め

た
家
族
全
体
の
生
活
の
質
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
始

ま
る
次
期
障
害
者
福
祉
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で

以
上
に
家
族
へ
の
支
援
と
い
う

視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

障
害
児
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

深
沢
地
域
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
北
鎌
倉
隧
道
に
関
し
て
、
市
長

か
ら
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
報
告
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○�

北
鎌
倉
隧
道
安
全
対
策
工
事
に

つ
い
て（
７
月
25
日
開
催
分
の

報
告
）

　

北
鎌
倉
隧
道
上
部
の
尾
根
の
文

化
財
的
価
値
の
検
証
に
つ
い
て
、

外
部
の
専
門
家
を
入
れ
た
文
化
財

専
門
委
員
会
を
７
月
８
日
に
開
催

し
、
協
議
・
検
討
し
た
結
果
、
当

該
尾
根
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
円
覚
寺
境
内
絵
図
に
描

か
れ
た
境
界
と
し
て
、
文
化
財
的

な
価
値
を
有
す
る
場
所
で
あ
り
、

国
指
定
史
跡
の
指
定
を
図
っ
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
文
化
財
を
守
る

立
場
か
ら
は
現
状
保
存
を
求
め
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
本
市
は
こ

の
協
議
結
果
を
受
け
、
北
鎌
倉
隧

道
安
全
対
策
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
工
法
を
見
直
し
、
で
き
る

限
り
尾
根
を
残
す
形
で
の
安
全
対

策
工
事
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
こ
の
検
討
の
際
に

は
文
化
庁
等
と
の
協
議
を
含
め
時

間
を
要
す
る
た
め
、
当
面
の
間
、

仮
設
に
よ
り
隧
道
の
通
行
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

仮
設
の
工
法
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
文
化
庁
と
十
分
協
議
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
調
整
中
の

工
法
と
し
て
は
、
ラ
イ
ナ
ー
プ

レ
ー
ト
工
法
に
よ
り
隧
道
の
内
側

に
波
板
状
の
鉄
板
を
設
置
し
、
隧

道
と
の
隙
間
を
モ
ル
タ
ル
に
よ
り

充
塡
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

○�

北
鎌
倉
隧
道
付
近
に
お
け
る
崩

落
事
故
に
つ
い
て（
８
月
17
日

開
催
分
の
報
告
）

　

８
月
11
日
午
後
４
時
50
分
ご

ろ
、
北
鎌
倉
隧
道
入
口
付
近
で
約

４
立
方
メ
ー
ト
ル
の
岩
が
崩
落
し

た
。
そ
の
後
の
調
査
で
は
坑
口
の

上
部
左
側
や
、
崩
落
し
た
側
面
付

近
に
お
い
て
も
岩
盤
に
ク
ラ
ッ
ク

を
確
認
し
た
た
め
、
隣
接
す
る
私

有
地
と
の
境
界
付
近
に
バ
リ
ケ
ー

ド
を
設
置
し
、
範
囲
を
広
げ
た
上

で
引
き
続
き
通
行
禁
止
の
措
置
を

講
じ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
ホ
ー
ム
と
の
間
の
フ
ェ

ン
ス
に
も
シ
ー
ト
を
設
置
し
た
。

　

早
け
れ
ば
平
成
29
年
１
月
に
仮

設
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し

通
行
を
確
保
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
早
急
に
仮
設
の
工
法
に

つ
い
て
文
化
財
の
専
門
家
や
土
木

の
専
門
家
か
ら
意
見
を
伺
い
、
文

化
庁
と
協
議
し
、
一
日
も
早
い
通

行
の
再
開
を
目
指
し
て
い
き
、
本

設
の
工
法
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

専
門
家
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。

全
員
協
議
会

かまくら議会だより　音声版・点訳版
　「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と、鎌倉市
点訳赤十字奉仕団のご協力により、音声版（収録CD・デイジー）
と点訳版を作成しています。ご利用を希望される方は、下記まで
お問い合わせください。

請願・陳情
　市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させ
る制度として請願と陳情があります。
　請願は１人以上の紹介議員の署名が必要となり、陳情は不要で
す。提出に当たっては、所定の様式があるため、事前に下記まで
お問い合わせください。

提出の締め切り…定例会初日の前日まで

鎌倉市議会事務局議事調査担当
電　話：0467（23）3000　内線2448
ＦＡＸ：0467（23）5825
メール：gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

本会議・常任委員会中継映像公開中
　鎌倉市議会では、本会議および各常任委員会等について生中継
を行っています。
　また、録画映像も見る
ことができます。

鎌倉市議会　中継 検索

お問い合わせは

７月25日の報告における
調整中の工法図



（３）　　第２３５号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成28年11月１日

建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

９月16日、10月３日開催　審査した内容（陳情６件、報告事項
等15件）

９月20日開催　審査した内容（議案４件、請願・陳情11件、報
告事項11件）

９月21日、10月３日開催　審査した内容（議案５件、陳情３件、
報告事項等９件）

９月15日、30日開催　審査した内容（議案２件、陳情２件、報
告事項９件）

陳情第18号（婚外子差別撤廃について、国への意見書提出を求める陳情）
　出生届における嫡出子、嫡出でない子の別の記載欄を廃止すること、
戸籍の実父母との続き柄および養父母との続き柄の記載欄を廃止するこ
と、また、続き柄廃止に伴い性別を明らかにする必要がある場合は性別
欄を設けることについて、国に対し戸籍法の改正を求める意見書の提出
を求めるものです。
　委員会では、「陳情中、婚外子の扱いの不合理性を解消することにつ
いては理解できるものの、続き柄の記載欄を廃止することについては、
現状に鑑みると判断が難しく、賛同できかねることから、本陳情は結論
を出し、不採択とすべき」「子供の生まれた環境や育つ社会環境によって、
差別や格差は生じさせるべきではなく、時代の流れに応じて人権問題を
取り扱っていくことで、差別を解消していくべきであることから、本陳
情は結論を出し、採択すべき」との異なる意見に分かれましたが、採決
の結果、多数の賛成で採択されました。

議案第42号（鎌倉市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例の制定）
　重要文化財までには至らない歴史的価値を有する建築物を地域の資産
として良好な状態で将来の世代に継承するため、建築基準法の適用除外
に関する手続きなどについて定め、公布の日から施行しようとするもの
で、経過措置として本条例の施行の際に解体されている建築物を再現す
るものは、解体されていないと見なすことなどが定められています。
　委員会では、総員の賛成で可決されました。

議案第4７号（鎌倉市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例の制定）
　鎌倉駅西口の駐輪場待機者の解消を目的に、暫定自転車駐車場を市役
所敷地内に開設し、管理運営等の規定の整備を行うため、条例を改正す
るもので、公布の日から９カ月の範囲内において規則で定める日から施
行するものです。
　委員会では、総員の賛成で可決されました。

議案第46号（鎌倉市子どもの家条例の一部を改正する条例の制定）
　こしごえ子どもの家「かもめ」およびやまさき子どもの家「めじろ」
に、指定管理者制度を導入し、指定管理施設の利用時間、入所の承認、
利用料などについて規定するため、条例を改正するものです。
　委員会では、この改正により、子どもの家を午後９時まで延長して利
用できるよう規定されるため、延長利用が常態化することで子どもの発
達を阻害する懸念があること、また、保護者の就労事情を考慮し、弾力
的な規定が必要であるという質疑が行われた後、利用時間の在り方につ
いて委員間討議を行いました。
　その後、午後９時までの利用を保障しつつ、保護者に早めの迎えを促
すため「ただし、午後８時から午後９時までの間において、利用時間を
延長しようとするときは、保護者と指定管理者で協議を行うものとす
る。」との規定を改正条例に追加する修正案が一部委員から提出され、
採決を行った結果、修正案と、修正案を除く原案については、ともに多
数の賛成で可決されました。

議案第31号（修繕請負契約の締結）
　鎌倉芸術館大小ホール舞台照明設備改修修繕についての請負契約を、
東芝エルティーエンジニアリング株式会社首都圏営業所（川崎市幸区）
と、契約金額５億４000万円（消費税額含む）で随意契約の方法により締
結するものです。なお、修繕の完了は平成29年９月の予定です。
　委員会では、多数の賛成で可決されました。

議案第32号（修繕請負契約の締結）
　鎌倉芸術館舞台機構設備更新修繕についての請負契約を、森平舞台機
構株式会社（東京都台東区）と、契約金額２億３112万円（消費税額含む）
で随意契約の方法により締結するものです。なお、修繕の完了は平成29
年９月の予定です。
　委員会では、多数の賛成で可決されました。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
27
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
６

特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置　

　

議
会
は
、
９
月
14
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
平
成
27
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

23
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日
、
29

日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
審

査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘
事
項
の

反
映
状
況
や
、
２
年
目
を
迎
え
た

前
期
実
施
計
画
の
諸
施
策
の
進
捗

状
況
な
ど
を
中
心
に
、
予
算
の
適

正
な
執
行
と
、
そ
の
行
政
効
果
に

つ
い
て
、
担
当
部
課
へ
の
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
深
沢
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
と
新
駅
と
の
関

係
、
市
か
ら
事
業
補
助
、
ま
た
は

事
業
の
委
託
を
受
け
て
い
る
法
人

の
労
務
管
理
、
ご
み
処
理
行
政
、

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
重

要
課
題
と
し
て
市
長
に
出
席
を
求

め
、そ
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、採
決
を
行
い
、一
般
会

計
決
算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
は
多
数
の
賛
成
で
認

定
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
大

船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
特

別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
特
別
会
計
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
は
総
員

の
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　

10
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計

決
算
議
案
に
対
し
て
は
、
次
の
３

つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

○
発
達
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に

出
向
き
、
発
達
障
害
を
含
む
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
お
よ

び
保
護
者
の
相
談
や
、
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
士
を
支
援
す
る
巡
回
相

談
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
訪

問
を
希
望
す
る
園
の
み
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
増
え
、
子
ど
も
の
家
に
お
い
て

も
、入
所
が
増
加
し
て
い
る
状
況
の

中
、早
期
に
発
達
障
害
を
発
見
し
、

今
後
の
成
長・発
達
を
支
援
し
、子

ど
も
た
ち
が
生
活
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
５
歳
児
す
こ

や
か
相
談
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

巡
回
相
談
事
業
な
ど
発
達
支
援
事

業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
要
望
す
る
。

〇
交
通
安
全
対
策
事
業
お
よ
び

　
交
通
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
ま
ず
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ

い
て
、ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
通
学
路

を
含
め
、
市
内
の
道
路
に
つ
い
て

は
、安
全
面
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
要

望
が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
に
関
し
て

は
、将
来
、公
共
施
設
再
編
整
備
に

お
い
て
中
核
的
施
設
と
な
る
小
・

中
学
校
周
辺
に
お
け
る
安
全
対
策

を
先
行
し
て
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
も
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県
警

を
は
じ
め
と
す
る
交
通
関
係
機
関

と
の
十
分
な
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
投
資
的
観
点
を
考
慮
し
た
社

会
基
盤
整
備
と
も
連
携
し
、
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
を
要
望
す
る
。

　
さ
ら
に
、
交
通
環
境
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
や
鎌
倉

フ
リ
ー
環
境
手
形
と
い
っ
た
交
通

環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
に
よ
っ
て
利
用
件
数

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
観
光
客

が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
、
よ
り
一

層
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
交
通
渋
滞

解
消
の
視
点
に
立
っ
た
考
え
だ
け

で
は
な
い
、
今
以
上
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

〇
が
け
地
対
策
事
業
お
よ
び

　
樹
林
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
台
風
や

大
雨
に
よ
る
崖
地
の
崩
落
や
倒
木

な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。
市
は
、

崖
地
の
防
災
工
事
や
、
樹
木
の
伐

採
に
補
助
を
行
う
な
ど
の
事
業
を

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
、
崖
の
崩
落
原
因
と
も
な

る
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
民

有
地
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
市

域
を
６
分
割
し
、
６
年
に
一
度
、

各
市
域
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
緑
の
保
全
の

み
な
ら
ず
、
土
砂
災
害
や
崖
崩
れ

等
の
要
因
と
な
る
樹
木
を
処
理
す

る
と
い
っ
た
、
防
災
上
必
要
な
事

業
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県

と
協
議
の
上
、
必
要
な
予
算
を
投

じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
さ
ら
に
、
同
じ
く
安
全
対
策
の

視
点
か
ら
、
建
築
相
談
事
業
に
つ

い
て
、
我
が
国
で
は
、
近
い
将
来

に
高
い
確
率
で
大
地
震
が
起
き
る

と
さ
れ
て
お
り
、
新
耐
震
基
準
導

入
以
前
の
建
築
物
の
耐
震
化
を
図

る
こ
と
は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
に
お
い
て
、
地
震
災
害
か
ら

日
本
建
築
を
守
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
り
、
耐
震
改
修
の
相
談
者
が

適
切
な
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
丁
寧
な
事
業
推
進
を
求

め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
に
お
け
る
耐
震
化
率

の
平
成
32
年
度
の
目
標
値
で
あ
る

95
％
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
も
、

事
業
の
着
実
か
つ
早
急
な
展
開
を

要
望
す
る
。

　

そ
の
後
、
７
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決

算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算
を
多
数
の
賛
成
で

認
定
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
お

よ
び
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発

事
業
特
別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛

成
で
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
決
算
を
認
定

委 員 長 　中　村　聡一郎
（みんなの鎌倉）

副委員長 　前　川　綾　子
（鎌倉みらい）

委 員

　保　坂　令　子
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
　西　岡　幸　子
（公明党鎌倉市議会議員団）
　日　向　慎　吾
（鎌倉夢プロジェクトの会）
　永　田　磨梨奈
（鎌倉夢プロジェクトの会）
　久　坂　くにえ
（みんなの鎌倉）
　上　畠　寛　弘
（公正と法）
　山　田　直　人
（鎌倉みらい）
　吉　岡　和　江
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

決算特別委員会委員名簿

決算特別委員会委員

常任委員会
審査の一部を紹介します
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今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
14

件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
18
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け

る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

民
泊
の
規
制
緩
和
に
お
い
て
住
環

境
、
治
安
、
衛
生
等
の
悪
化
に
つ

い
て
の
懸
念
の
解
消
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

民
泊
に
関
す
る
新
法
の
制
定
に

当
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
旅
館
業

法
の
理
念
と
制
定
の
背
景
に
の
っ

と
り
、
市
民
の
住
環
境
、
治
安
、

衛
生
等
の
悪
化
の
懸
念
を
解
消
す

べ
く
、
宿
泊
者
台
帳
の
設
置
義
務

付
け
や
、
適
切
な
情
報
提
供
の
実

施
等
を
国
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

鎌
倉
芸
術
館
改
修
設
計
等
委
託

請
願
・
陳
情
の
議
決
結
果

　

今
定
例
会
で
は
１
件
の
請
願
、

24
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
２
件
の
陳
情
を

全
議
員
に
配
付
し
、23
件
の
請
願・

陳
情
を
委
員
会
に
付
託
し
審
査
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
件
の
陳
情
を
議

決
不
要
と
し
、
15
件
の
陳
情
を
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。
結
論
が
出

た
請
願
・
陳
情
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
採
択
し
た
請
願
・
陳
情
】

◇�

北
鎌
倉
に
住
む
子
供
を
持
つ
親
と
し

て
北
鎌
倉
隧
道
の
安
全
対
策
を
早
急

に
促
す
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

請
願
の
要
旨

　

北
鎌
倉
隧
道
付
近
の
道
路
を
利

用
す
る
近
隣
住
民
、
児
童
・
生
徒

の
生
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
早
急
に
同
隧
道
の
安
全
対
策

の
実
施
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�

医
療
費
助
成
制
度
継
続
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

平
成
29
年
度
の
予
算
策
定
に
際

し
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
障
害
児
者
が
負
担

な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
求

め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�

婚
外
子
差
別
撤
廃
に
つ
い
て
、
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

出
生
届
に
お
け
る
嫡
出
子
、
嫡

出
で
な
い
子
の
別
の
記
載
欄
を
廃

止
す
る
こ
と
等
、
国
に
対
し
戸
籍

法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�

子
育
て
支
援
事
業
に
お
け
る
協

働
事
業
者
評
価
基
準
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

子
育
て
支
援
事
業
に
お
け
る
、

指
定
管
理
者
を
含
め
た
協
働
事
業

者
評
価
基
準
に
つ
い
て
、
地
域
と

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
基
準
の

設
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

◇�

市
施
設
内
に
お
け
る
市
職
員
の

自
転
車
及
び
バ
イ
ク
の
駐
輪

に
つ
い
て
の
陳
情

◇
議
員
報
酬
の
削
減
を
求
め
る
陳
情

条
例 第46号 鎌倉市子どもの家条例の一部を改正する条例の制定について

（上／委員会修正案　下／修正部分を除く原案）
可決
可決

決
算

第35号 平成27年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
第40号 平成27年度鎌倉市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

そ
の
他

第33号 指定管理者の指定について（鎌倉芸術館） 可決
第50号 建物明渡等請求事件の和解について 可決

議
会
議
案

第15号 婚外子差別撤廃のために戸籍法改正を求める意見書の提出について 可決

第21号 障がい者に対する差別と偏見をなくし、共生社会の実現を目指す
決議について 可決

第22号
新ごみ焼却施設について最終候補地とされた山崎浄化センター周
辺の住民の負担を鑑みて、鎌倉市に対して、住民の声を真摯に傾
聴し、住民との熟議を要請する決議について

可決

請願 第３号 北鎌倉に住む子供を持つ親として北鎌倉隧道の安全対策を早急に
促すことを求める請願書 採択

陳情 第19号 子育て支援事業における協働事業者評価基準についての陳情 採択

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

公

正

と

法

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

小
野
田　
康
成

渡
辺　
隆

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

中
村　
聡
一
郎

大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

池
田　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

長
嶋　
竜
弘

中
澤　
克
之

上
畠　
寛
弘

吉
岡　
和
江

赤
松　
正
博

三
宅　
真
里

保
坂　
令
子

千　
　
一

竹
田　
ゆ
か
り

岡
田　
和
則

渡
邊　
昌
一
郎

松
中　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ―
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　－：反対

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中澤克之議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※平成28年８月29日付で、「公正と法」の代表者は長嶋竜弘議員に変更。

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

情
報
公
開
の
ツ
ー
ル
は
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
一
面

の
記
事
に
も
書
か
れ
て
い
る
通

り
、
鎌
倉
市
議
会
で
は
今
夏
よ
り

Ｈ
Ｐ
上
で
各
議
員
の
支
出
明
細
表

の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
段

階
で
は
そ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い

て
は
市
役
所
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
情
報
公
開
の
範
囲
に
つ
い
て

は
今
後
議
論
が
さ
れ
る
べ
き
と
こ

ろ
で
す
。

　

情
報
公
開
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は

一
番
古
典
的
な
紙
媒
体
で
あ
る
こ

の
議
会
だ
よ
り
が
今
後
も
皆
さ
ま

に
必
要
と
さ
れ
、
存
在
感
を
増
す

た
め
の
紙
面
と
は
何
な
の
か
…
。

有
意
義
な
ツ
ー
ル
で
在
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
委
員
会
で
の

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

�

（
永
田
磨
梨
奈
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長
　
保
坂
　
令
子

　
副
委
員
長
　
永
田
磨
梨
奈

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
前
川
　
綾
子

　
委
　
　
員
　
渡
辺
　
　
隆

　
委
　
　
員
　
上
畠
　
寛
弘

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

編
集
後
記

料
、
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
お

よ
び
公
会
堂
等
建
築
改
良
工
事
費

に
対
す
る
補
助
金
等
の
追
加
な
ら

び
に
鎌
倉
広
町
緑
地
用
地
お
よ
び

（
仮
称
）山
崎・台
峯
緑
地（
公
園
）

用
地
の
用
地
取
得
事
業
に
係
る
経

費
の
減
額
等
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
１

２
７
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、
補

正
後
の
総
額
は
６
１
６
億
４
７
３

３
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
芸
術
館
条
例
に
定
め
る

鎌
倉
芸
術
館
の
指
定
管
理
者
を
、

サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
、
共
同
事
業
体
代

表
者
、
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
指
定
。

期
間
は
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

３
カ
月
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

公
平
委
員
会
の
委
員

　

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
、
引
き

続
き
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成

に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小
泉　

淑
子
氏
（
今
泉
台
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
28
年
10
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

新
井　

貴
子
氏
（
大
船
在
住
）

三
留　

利
夫
氏
（
岡
本
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

今定例会で、下記の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しました。
なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に
送付しました。

可決した意見書・決議

（意見書の提出）
・�台湾（中華民国）の国際民間航空機関（ICAO）など国際機関・国際連
携への正式加盟・参加について支援を求める意見書

・�文書通信交通滞在費の使途報告並びに領収書の提出義務づけとその公開
を求める意見書

・�原発事故避難者に対する住宅無償提供継続を求める意見書
・�鎌倉市選出の神奈川県議会議員の政務活動費の疑義について真相究明と
必要な措置を強く要請する意見書

・�婚外子差別撤廃のために戸籍法改正を求める意見書
・�公金の支出を受ける委託事業並びに補助事業における労働法規の厳守と
違反状況の是正、委託・補助の適正化、社会福祉法人に対する監査体制
のさらなる強化を求める意見書

・�鎌倉市内において公正公平に選挙が実施できる環境実現を求める意見書
・�チーム学校推進法の早期制定を求める意見書
・�民泊の規制緩和において住環境、治安、衛生等の悪化についての懸念の
解消を求める意見書

（決議）
・�旧901会議室における建物明渡等請求事件和解に係る附帯決議
・�鎌倉市議会として北朝鮮による核実験に対して強い憤りをもって断固と
して抗議し、核開発について即刻の中止を要請する決議

・障がい者に対する差別と偏見をなくし、共生社会の実現を目指す決議
・�新ごみ焼却施設について最終候補地とされた山崎浄化センター周辺の住
民の負担を鑑みて、鎌倉市に対して、住民の声を真摯に傾聴し、住民と
の熟議を要請する決議

（可決した意見書・決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）

　
議
会
運
営
委
員
会
で
議
員
定
数

の
在
り
方
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
協
議
結
果
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
協
議
結
果
の
概
要
）

　
「
議
員
定
数
・
議
会
活
動
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
お

よ
び
「
議
員
定
数
に
関
す
る
意

見
聴
取
会
」
の
実
施
内
容
を
踏

ま
え
協
議
し

た
結
果
、
相

違
す
る
意
見

が
出
さ
れ
、

意
見
の
一
致

が
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

議
員
定
数
の
在
り
方

に
つ
い
て


